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本論文の構成は、全体が 2 篇(第 1 篇: 1... 5 章、第 2 篇: 6... 8 章)から成る全 8 章立てに序言、注及び文献一
覧から成り立っており、 A4 版164頁、 400字詰原稿用紙換算約492枚より成るものである。
第 1 篇では、フィヒテの前期知識学を代表する作品『全知識学の基礎』にみられる思想を中心に、第 l 章では「事
行」の根本性格及び学の円環構造の解明、第 2 章では知識学における「叙述」の意義と役割の解明(ここでは同時に
前期の「働き」の立場から後期の「見る J の立場への移行が予描される)、第 3 章では後期への移行理解の鍵として




述される。第 7 章及び第 8 章では、後期知識学にみられる絶対知と絶対者との関係のもつ不分明さの解明が、「知的
直観」、「眼」及び「光」の概念を手引きに試みられ、その結果、後期知識学における哲学的知の営みが、生きること
によって体得される知の覚醒として結論づけられることになる。
論文審査の結果の要旨
本論文の特質は、詳細で誠実な文献解読の努力と並んで、伝統的でオーソドックスな手法ではあるが、主体的な追
思考を通して、事柄そのものの内的本質からテクスト及び哲学自体の意味を再構成しようとする点にある。そのため、
近年進展をみせるフィヒテ研究の動向と比較した場合、フィヒテ哲学の移行の問題を取り上げるに際してのテクスト
選択及び解釈技法の上で若干方向が異なる点がある o このこと自体は、本論文の欠陥というより、むしろ解釈上の立
場の相違と考えるべきであるが、他の解釈の可能性に対してより綿密に検討を加えること、及び今回取り扱っていな
いフィヒテの原典テクストについても詳細な批判的検討を加えることが今後の課題とされよう。しかし、こうした問
題点にもかかわらず、極めて理解の困難なフィヒテ哲学の展開の内的構造と原理を解き明かそうとした申請者の努力
と成果は高く評価されてよ L 、。
以上のような評価及び問題点を考慮、した結果、本審査委員会は、本論文が博士(文学)の学位に相応しいものと認
定するものであるo
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